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資料
＊ 
幼児の跳躍運動にみる動作的構えの観察
灰 野
課題
ギネフスカヤは，幼児の跳躍運動の発達過程
を，その動作的構えとの関係で明らかにしてい
るl2)この研究に着目した筆者は，さきに精神遅
滞児についての幅跳びその他の運動動作の形成
を，動作的構えのあり方を中心に検討すること
を試みた翌
今回は，幼児の認識の形成過程を明らかにす
るためのプロジェクト研究への協力の一環とし
て．正常3歳児の跳躍運動の分折検討を，動作
的構えに着目して試みたものである。
方法
＊＊＊ 
大阪府豊中市HS幼稚園3歳児 (1971年度）
について，種々な条件下におこなわれた運動動，
作を撮影記録した8ミリフィルムを資料とし，
朝礼台からの跳び降り，マット台からの跳躍動
作を観察し，それらの動作を特に出発姿勢のあ
り方と跳躍のリズムに着目し，分類して，その
動作分折をおこなった。
観察
実験A
高さ60cmの朝礼台をスタート台として，そこ
＊ 日本私立幼稚園連盟のプロジェクト「方法班」
（川口勇教授指導）への協力研究の一部である。
＊＊ 関西大学第一高等学校講師
＊＊＊ 園長安達研先生，主任岩井淑子先生はじめ，諸
先生の御協力に感謝をささげる。撮影は主として
上村一夫君（川ロゼミ生）が担当した。
和 久＊＊
から120cm先のラインをめざし跳び降りる。
結果A
観察記録から被験児の動作的構えを分折し，
(1適正型(2)またぎ型(3)しゃがみこみ前のめり型
(4)しゃがみこみドボン型(5溝拉：ちドボン型(6)た
より型に分類し得た。それぞれの動作的構えを
(I)踏切りの段階，.(II)飛行の段階'(DJ~地の段階
について分折し，まとめる。
(1適正型
(Il踏切りの段階
各
氏〗'(<,,~~}゜⇔
目の構え視覚定位物方向
あごの構え ひいている
腕の構え後へ振って反動をつけている
脚・腰の構え適度な浅いまげあり
前傾姿勢あり
足の構え 両足をそろえ気味であるが，やや開いている
跳びこみが十分あり，パネのある力強い跳び
出しである。
(I)飛行の段階
腕の構え肩より上にあげ前にさし出している
脚の構え深くまげ，両足をそろえている
胸の構えそっていない
目の構え視覚定位物方向
あごの構え Iひいている
前傾姿勢Iあり
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脚をよくまげ，手を出来るだけ前にさし出し， I目の構え I視覚定位物方向
遠くへ跳ぼうとする。
(I増地の段階
足の構え・ 両足をそろえ着地か．ほんの少し開き着地
地面に手をつけず前にさし出すか，高い所か
手の構え らの跳び降りのため．前のめりとなり．手つ
きもある
着地姿勢I前傾姿勢をとり．しゃがみこむか．前へのめ
る
踏切りの段階の脚の構えはやや開き気味の幼
児型になっているが，全体的にリズミカルな跳
びである。
弧を描くような飛行後，勢よく跳んだ者はや
や前へのめる。
(2)またぎ型
(I)踏切りの段階
為｀目の構え視覚定位物方向
あごの構え ひいている
腕の構え 後へ振って反動をつけている
脚・腰の構え 適度な浅いまげあり
前位姿勢あり
足の構え 両足をそろえ気味であるが．ゃゞ 開き，跳ぶ時片足跳び
脚の構えを除いては適正型とよく似ているが，
とぶ時に凹地をまたぐような跳び方をする，踏
込みはあるが，遠くへ跳ぶ方向性はまたぎのた
め薄れる。
(I}飛行の段階
腕の構え 1後方や上へさし出している
脚の構え 1浅いまげ，何かをまたぐといった感じ
胸の構えそっている
あごの構えIひいている
前傾姿勢適正型よりやや浅い前傾
上半身は走り幅跳ぴの選手が跳ぶように手を
後方や>上へさし出し，胸をそらして跳ぶとい
った感じだが，体を弓形にそらし，腕を前方上
の方へさし出し，前傾姿勢深く，脚はまげ深く
そろえるという構えがなく，脚は跳ぶとすぐに
着地にむかう。
(il)着地の段階
足の構えI開いて着地
:； :1::::~ 二．しりもちをつく
全体的バランスがうまくとれていない。踏切
りの段階で，またぎ型，両足そろえからの片足
とびは，どうもバランス的にまずく，リズムを
乱し前にのめる。
(3)しやがみこみ前のめり型
(I)踏切りの段階
い
目の構え I視覚定位物方向
あごの構え Iひいていない
腕の構え後方振りなし
脚・腰の構え 深いまげ．しゃがみこみ型
前傾姿勢あり
足の構え 両足そろえ気味だが．や、開いて跳ぶ
ゃ吋恐怖感が感じられるが，前の方へ跳ぼう
とする構えあり，恐怖感の為，力強い跳ぴこみ
はない。
(Il濃行の段階
腕の構え1後方が上の方へさし出している
脚の構え 深いまげ．両足そろえか，そろえなし
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胸の構えIそっていない
目の構え視覚定位物方向
あごの構え ひいている
前傾姿勢 1踏切りの段階でしゃがみこんでいるため，
低い前傾
踏切りの段階でしゃがみこんでいるため，低
い姿勢からの跳びで，前にのめる。
(ID)着地の段階
さe--h~バド
足の構え 両足そろえ着地
手の構えI手を地面につけて着地
著地姿勢 勢づいて前にのめる
出来るだけ遠くへ跳ぼうとする姿勢であるが，
踏切りの段階がしゃがみこみのため，弧を描い
ての跳び方でなく，直線的に前方へ落ちていく
感じで前にのめる。
(4)しゃがみこみドボン型
(I)踏切りの段階
＼役＂合
目の構え I真下方向か視覚定位物方向
あごの構え Iひいている
腕の構え後方振りなし
脚・腰の構え 深いまげ，しゃがみこみ型
前傾姿勢あり
足の構え 両足をそろえ気味であるが，や寸開いて
跳ぶ
しゃがみこみ前のめり型とよく似ているが，
前へ跳ぶ意欲は伺えない。恐怖感が感じられ，
完全なおちこみで踏込みなし。
(I)飛行の段階
腕の構え前方．下の方へさし出している
脚の構え 浅い
まげがまげていない．両足そろって
いない
胸の構えそっていない
目の構え 真下方向か．視覚定位物方向
二ている
しゃがみこみの跳び出しから，真下へおちる
感じ。
(I)着地の段階
足の百口五下五て着地か．片足着地
手の構え 手を地面につけて着地か，手つきなし
着地姿勢I真下を見すぎ．前のめりか．しゃがみこみ
しゃがみこみ前のめり型と違い，遠くへ跳ぶ
意欲は伺えず，おちこみの感じ。
(5)棒立ちドボン型
(I)踏切りの段階
\i1~ 
目の構え真下方向
あごの構え ひいている
腕の構え後方振りなし
脚・腰の構え 1棒立ち型
: ： : ~1:~ をそろえ気味だが．が開いて跳→
単に高い所から下へ落ちる感じ。手，脚の動
きは，ほとんど見られない。踏込みなし。
(I)飛行の段階
腕の構え 下の方へだらんとさげている
脚の構え まげなし．両足そろえ気味だがだ
らんとし
ている
胸の構えそっていない
目の構え真下方向
あごの構えlひいている
前傾姿勢なし
-55-
落下傘にのって降りる感じ。手，脚の動きな
く下へ落下する感じ。
疇地の段階
三-手を地面につけ着地
高い所からリングのバネが落ちる感じ。棒立
ちの状態からしゃがみこむ。
(6)たより型
(I)踏切りの段階 ? ??
?，
目の構え 1畠霜翌霊盟でなく．手本と
あごの構えひいていない
腕の構えl手を前にさし出し，手本となる者にたよ
る
脚・腰の構えI浅いまげあり
：：構姿:1已!~::~::に：~:::~:極
視覚定位物をラインにおかず教師に目を位置
づけ，たよろうとする跳びで，出来るだけ遠く
ヘ跳ぼうとする構えではない。ふみこみなし。
(I)飛行の段階
各y-hrさパ-h
何とか早く教師の手をつかもうとする。弧を
描くような飛行でなく，直線的に教師の方向へ
ぉちていく感じ。
冊）着地の段階 ・
:2悶口芯の手を掴む
着地姿勢しゃがみこみ
高い所からの跳びに対し恐怖感があるようだ。
だがこの場合，教師の位置に問題があると思わ
れる。つまりラインに目を位置づけ，何とかそ
れを跳び越そうとすることなく，教師へ目を位
置づけ，そのさし出す手にすがろうとする気持
が先立ち，このような意欲的でない跳び降りと
なったと思われる。
考察A
適正型を除いては力強い跳ぴこみとリズミカ
ルな跳びはみられない。適正型は種々な条件設
定においてもすぐ適応していく。
実験B
高さ30cmのマット台をスタート台として，そ
こから30cm先にマットを敷き，スタート台から
130cm先のマットラインをめざし跳ぶ，マット
の傍に教師が跳ぶ構えを教示する。
結果B
結果Aと同様にまとめる。
(1適正型
(I)踏切りの段階
腕の構え 1前の方にさし出し，手本を示す教師の手を
つかもフとする
脚の構え Iまげあるが、遠くへ跳ぼうとするものではない
胸の構えIそっていない
目の構え 教師に視覚定位した方向
あごの構え Iひいていない
前傾姿勢Iややあり
目の構えIマットラインの視覚定位物方向
あごの構えひいている
腕の構え 1後へ振つて反動をつけている
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宣踏切りの時，手本から目を離し，マットライ
ンに目を位置づけ，力強い踏込みでリズミカル
に跳ぶ。
(I)飛行の段階
和 戸
Iゴー［
腕の構え 肩より上方にあげ．前にさし出している
脚の構えl深くまげ．両足をそろえ．遠くへ跳ぼうと
する
胸の構え 弓形にそらし遠くへ跳ぼうとする
目の構えIマットラインの視覚定位物方向
あごの構え ひいている
前傾姿勢 1あり
弧を描くような飛行。朝礼台からの跳びにく
らべ，胸をそらし45゜ の角度へ跳ぼうとする。
(il)着地の段階
足の構え 1両足そろえ着地がほんの少し開いて着地
手の構え Iマットに手をつけず着地か，手つきではあるが前のめりではない
着地姿勢.,前傾姿勢をとり．しゃがみこむ
全体的バランスがよく，着地に無理がない。
(2)教師たより前のめり型
(I)踏切りの段階
馴
目の構え I教師に視覚定位する方向
あごの構え lひいていない
腕の構え
後方振りあるが，振りすぎ，踏切り時に
前に来る
脚・腰の構え 深いまげ，しゃがみこみか，浅いまげ
前傾姿勢あり
足の構え 両足そろえ跳び
踏みこみ時点で，適正型は，腕が後方である
が，この型は前方に来ている。また，目の位置
づけが教師にあり，何かアンバランスな踏切り
である。腕の振りも多すぎ，リズムがとれてい
ない。
(I)飛行の段階
ぷ＼ふ危f
腕の構え l前後にさし出しているか．横にさし出し
ている
脚の構えI足がそろわずスキップ型
胸の構えIそっているか．いない
目の構え 真下方向か．手本の方向
あごの構え Iひいているか．いない
前傾姿勢 1ある
踏切り時の腕の振りすぎのため，弧を描くよ
うな飛行でなく，棒立ち型姿勢が前にのめって
着地にむかう。
戸着地か．片足着地
踏切りの段階の腕振りのまずさがずっと尾を
引き，飛行から着地への弧を描くような入り方
でなく，直線的な入りこみで前のめりとなる。
(3牌立ちドボン型
(I)踏切りの段階
J且
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目の構え I真下方向
あごの構え Iひいている
腕の構え後方振りなし
脚・腰の構え 棒立ち型
前傾姿勢なし
足の構え足を開いて跳ぶか．片足前足跳ぴ
遠くへ跳ぼうとする意欲がない。マット台か
らでも恐怖感がある感じである。教師が跳んで
みて後，一人で跳ぶが落ちる感じである。跳ぶ
踏込みは全くない。
(I)飛行の段階亨□；：てぞ；、しるヽ かそろっていない
目の構え真下方向
二ている
高い所から下へおちる感じ，全く跳ぶ構えは
みられない。
三：着地か．片足着地
しゃがみこむことなく，全く棒立ち状態で着
地。
考察B
実験Bは，教師の位置に問題があるよ
うだ。確かに適正型は踏切りの時，教師から目
の位置づけをやめてはいるが，それまで教師に
躍運動を起す準備状態である構えに置いた。踏
切り・飛行・着地の各段階に一応区切りをつけ
て，それらの運動動作の達成（成果）との関係
を考察したところ，上述のような諸型が明確に
分類できた上，そうした達成が踏切りにさいし
ての出発姿勢に集約されることが明らかとなっ
た。つまり，指導の重点と評価が踏切り時の出
発姿勢にかけられるべきことを知り得たのである。
その観点からわれわれの実験観察結果をふり
返ってみると，つぎのような諸点に，今後の指
導の重点が考察でき，また今後の研究への発展
の方向がうかがえる： (1)実験AとBとの比較考
察から，高所からの飛び降りがや>もすれば跳
躍動作であるよりは単純な落下動作になりがち
で構えも質的に別個のものとなりやすい。む
しろ平坦な場で，適正な構え（出発姿勢）がで
き，リズミカルに跳べるようになってから，漸
次高度を増すべきであろう。 (2)ギネフスカヤ
は，．ただ遠く跳ばせるよりも，目標定位物を示
すと出発姿勢がより適正になることを述べてい
る。われわれの観察でもそのことがいえる。し
3) 
かし，筆者は前研究で，精神遅滞児の場合，目
標定位物を示す前に出発姿勢の具体的指導（手
もとの構え方の指導）が先決かつ重要な問題で
あることを指摘した。このいずれの指導をさき
にすべきかの結論にはさらに実験観察を重ねる
必要があるが， 3歳児の場合（ことに適正型の
ひきつけられている。教師たより前のめり型は 構えのできていない幼児には），まず出発姿勢の
まさに教師にひきつけられ，十分な踏切りの構 構え方を適切具体的に十分指導し，その上で目
えを形成する方向へのパワーがそこなわれると 標定位物を適宜近くから遠くへ移動するなどの
いう構えが完全に形成される前段階の状態とい 方法によって，跳躍運動をリズムにのせていく
える。 指導がよいように思える。そのためにも，他方
討議 で，リズムを体でつかみ，運動動作にリズムを
今回は 3歳児の跳躍運動にみられる．型の分類 つくれるような指導を積み上げておく必要もあ
を確立しようとした。そのさい，着眼点を，跳 ろう。
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今後は．各種の教育方法や実験教育場面の設 (1)ザポロージェツ，ア・ヴェ：『随意運動の発達』1965,
定による比較検討を．動作的構え方とそのリズ 世界書院．
ムヘののり方に着眼しつつ推進する必要がある。
とともに．幼児の認識諸機能の発達を．その行 (2)川口 勇：動機心理学からみた構え．「動機と情諸」
動の準備状態である構えの次元で把握する方法 （前田嘉明編， 1969,東大出版） 139-170. 
を確立し．運動動作的構えも認識活動の構えも， (3}灰野和久：構えに関する研究ー精神的遅滞児におけ
ともに同じ人格発達のそれぞれの環（または系） る動作的構えについて一（関大教育学科1970年度卒
としてそれぞれの役割と関連のしかたが明らか 業論文，抄録：「教育科学セミナリー 』第3号， 1971,
にされる方面に発展することをのぞんでやまな 61-64. 
い。
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